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平成 24 年 3 月期第 2 四半期業績予想との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 23 年 5 月 16 日に公表いたしました平成 24 年 3 月期第 2 四半期累計期間の業

績予想との差異及び平成 24 年 3 月期通期の業績予想の修正について、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．平成 24 年 3 月期第 2 四半期累計期間業績予想との差異（平成 23 年 4 月 1 日～平成 23 年 9 月 30 日） 

(1) 連結 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益

前回発表予想（A） 
（平成 23 年 5 月 16 日） 

百万円
9,940

百万円
381

百万円
443

百万円 
266 

円  銭
32   66  

今回実績（B） 10,648 966 942 549 67   50  

増減額（B-A） 708 585 499 283 － 

増減率 7.1％ 153.5％ 112.7％ 106.7％ － 

（ご参考）前期第 2 四半期実績 
（平成 23 年 3 月期第 2 四半期） 

10,050 501 357 204 25   14  

 

 (2) 個別 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益

前回発表予想（A） 
（平成 23 年 5 月 16 日） 

百万円
7,970

百万円
261

百万円
323

百万円 
196 

円  銭
24   06  

今回実績（B） 8,632 780 779 451 55   48  

増減額（B-A） 662 519 456 255 － 

増減率 8.3％ 199.2％ 141.3％ 130.5％ － 

（ご参考）前期第 2 四半期実績 
（平成 23 年 3 月期第 2 四半期） 

8,105 241 109 52 6   39  

 

２．平成 24 年 3 月期通期業績予想の修正（平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日） 

(1) 連結 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益

前回発表予想（A） 
（平成 23 年 5 月 16 日） 

百万円
20,340

百万円
960

百万円
1,070

百万円 
640 

円  銭
78   58  

今回発表予想（B） 20,400 1,200 1,300 800 98   22  

増減額（B-A） 60 240 230 160 － 

増減率 0.3％ 25.0％ 21.5％ 25.0％ － 

（ご参考）前期通期実績 
（平成 23 年 3 月期通期） 

20,240 1,154 1,063 571 70   16  

 



 (2) 個別 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益

前回発表予想（A） 
（平成 23 年 5 月 16 日） 

百万円
16,500

百万円
756

百万円
866

百万円 
521 

円  銭
63   97  

今回発表予想（B） 16,300 900 1,000 600 73   67  

増減額（B-A） △ 200 144 134 79 － 

増減率 △ 1.2％ 19.0％ 15.5％ 15.2％ － 

（ご参考）前期通期実績 
（平成 23 年 3 月期通期） 

16,456 684 632 347 42   67  

 

３．修正の理由 

(1) 当第 2 四半期累計期間の業績予想 

当第 2 四半期累計期間の業績につきましては、震災後の消費の落ち込みを想定しておりましたが、需要は全般的

に堅調に推移したことに加えて、国内シューズ事業において、専門店との協業をすすめて売場の確保に努めた結果、

売上高の増加につながりました。また海外シューズ事業は継続して好調に推移しており、全体の売上高は業績予想

値を上回る結果となりました。 

また、利益につきましては為替が円高に推移したことに加えて、国内シューズ事業が好調に推移したことから利益

率は向上しました。一方、海外シューズ事業および輸出資材については、円高と原材料の高騰によるコスト上昇によ

り利益率は低下したものの、全社的に販管費の抑制に継続的に取り組んできたことから、全体の利益率は向上して、

業績予想値を大きく上回る結果となりました。 

 

(2) 通期の業績予想 

通期の見通しにつきましては、下期の経営環境と個人消費の見通しが不透明であることを踏まえ、微増の修正とし

ております。 

 

※本資料に記載されている業績予想等将来に関する記述は、当社が現在入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


